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《 長崎新聞　令和 7年 2月 24 日朝刊より 》
※新聞記事のレイアウトを変更しております。新

聞
掲
載
記
事
よ
り

【
回
答
】
加
害
行
為
に
よ
り

被
害
者
が
傷
病
を
負
っ
た
場

合
、
こ
れ
を
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
と
い
い
ま
す
。
こ

の
場
合
で
も
保
険
証
の
使
用

は
可
能
で
す
が
、
保
険
者
に

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

の
治
療
費
は
加
害
者
で
あ
る

第
三
者
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓

口
で
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
で
あ
る
事
を
告
げ
、
受
診

前
あ
る
い
は
受
診
後
速
や
か

に
自
身
の
保
険
者
に
傷
病
届

を
提
出
す
る
こ
と
で
、
保
険

証
を
使
っ
た
保
険
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
、
窓
口
で
支
払
う
料
金

は
自
身
の
保
険
診
療
の
負
担

額
（
1
～
3
割
）
と
な
り
ま

す
。
残
り
の
費
用
は
、
医
療

機
関
か
ら
保
険
者
に
請
求
さ

れ
、
そ
の
後
保
険
者
か
ら
加

害
者
へ
請
求
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
の
作
業
を
行

う
た
め
に
傷
病
届
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
者
行
為
に
該
当
す
る

の
は
、（
1
）
交
通
事
故
に

よ
る
ケ
ガ
（
2
）
他
人
の
暴

力
に
よ
る
ケ
ガ
（
3
）
食
中

毒
（
4
）
他
人
が
飼
っ
て
い

る
ペ
ッ
ト
に
よ
る
ケ
ガ

（
5
）
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど
が

当
た
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
は
加
害
・
被
害
側
に
か

か
わ
ら
ず
保
険
者
へ
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
保
険

者
は
状
況
を
客
観
的
に
把
握

し
た
う
え
で
医
療
費
を
加
害

者
に
請
求
す
べ
き
か
を
判
断

し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
機
関
は
診
療

報
酬
請
求
時
に
第
三
者
行
為

で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
す

の
で
、
届
け
出
を
出
し
て
な

く
て
も
保
険
者
か
ら
照
会
が

来
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
に
よ
る
受
傷
で

は
、
加
害
側
の
損
保
会
社
が

直
接
医
療
機
関
に
支
払
い
を

行
い
ま
す
の
で
、
医
療
機
関

か
ら
の
診
療
報
酬
請
求
は
保

険
証
を
使
わ
ず
損
保
会
社
に

提
出
し
ま
す
。
こ
の
対
応
を

「
一
括
対
応
」
と
い
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
害
側
が
任
意

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場

合
や
給
付
の
打
ち
切
り
を
さ

れ
た
場
合
、
被
害
側
の
過
失

割
合
が
大
き
く
加
害
側
の
保

険
会
社
か
ら
一
括
対
応
を
拒

否
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
保
険

証
を
使
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
も
必
ず
自

身
の
保
険
者
に
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
行
為
で
な
く
と
も
、

労
務
中
の
災
害
（
通
勤
災
害
、

業
務
災
害
）、
犯
罪
行
為
、

故
意
に
よ
る
事
故
や
自
傷
行

為
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運

転
な
ど
の
法
令
違
反
の
事
故

の
場
合
は
、
医
療
保
険
の
使

用
が
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

傷
病
で
医
療
機
関
を
受
診

す
る
時
は
医
療
機
関
で
必
ず

受
傷
し
た
時
の
状
況
を
正
し

く
話
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険

証
を
正
し
く
利
用
す
る
こ
と

で
不
必
要
な
医
療
費
が
抑
制

で
き
、
そ
の
結
果
、
保
険
給

付
費
が
削
減
さ
れ
保
険
料
を

抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

�

（
県
医
師
会
）

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

　この欄では県医師会が医療制度全般の質
問にお答えします。質問希望の方は知りた

い内容を分かりやすくまとめ、〒 852-8601、長崎市茂里町3の1、長崎
新聞社生活文化部「医療制度Q＆A」係までお送りください。不明な点
をお聞きする場合がありますので住所、氏名、年齢、性別、電話番号を
明記してください。なお、直接本人への回答はいたしません。

加
害
行
為
の
け
が
治
療

医
療
費

抑
制
に

【
質
問
】
加
害
行
為
に
よ
る
け
が
や
病
気
を
し
た
場
合

の
治
療
に
保
険
証
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

（
45
歳
、
男
性
）

質問をどうぞ

保
険
証
使
用
に
は
届
け
出
必
要

保
険
証
使
用
に
は
届
け
出
必
要




